
 

 

は じ め に 

 

現在、我が国は、少子高齢化の進展、経済・産業の空洞化、情報技術の飛躍的な発

展等、大きな潮流の転換期にあります。 

ここ宮城県においても、「ほくとう日本」の中枢都市である仙台への機能集積が進

んでいる中で、それらの機能の利便性を享受しにくい地域を中心に、人口減少や高齢

化が顕著に進行しており、更には国際競争が激化する中で、地域経済を支える産業も

厳しい状況に置かれています。 

こういった状況を踏まえ、これからの宮城のより良い姿を実現するために道サービ

スがどのような役割を果たしていくべきかについて、「これからの宮城の道サービス

を考える懇談会」を設け、提言をいただきました。 

この提言を受け、県民に対するＰＩ活動（応募ハガキ付きパンフレットの配付、ホ

ームページにおける意見募集）を実施しながら、「宮城の道づくりの基本方針」を策

定しました。 

「宮城の道サービスの将来像」は、｢宮城の道づくり基本方針｣に基づき今後の宮城

の道づくりについて、その目指すべき道サービス向上の成果を、代表的な指標により

目標値を持って示すとともに、目標達成に向け展開する施策と代表的な事業を示した

ものであります。 

宮城県の道路関係行政機関から構成される宮城県幹線道路協議会では、県民の皆様

に対する道サービス向上に向けて、より一層の透明性を確保しながら効果的・効率的

で魅力ある道づくりを推進していきます。 
 
 




